○ 四街道市建設工事成績評定要領
令和７年４月１日
四街道市建設工事検査要綱第６条第３項の規定に基づく工事成績評定は、この要領の定めるとこ
ろによるものとする。
（目　的）
第１条　この要領は、市が発注する工事の成績評定に際し必要な事項を定め、統一考察による工事
成績評定を公平かつ厳正に行うことを目的とする。
（評定の対象）
第２条　工事成績評定は、１件の契約金額が200万円を超える工事を対象に、原則として次のとお
りとする。
（1）評定は、契約金額が200万円を超え500万円未満の工事は、「小規模型考査項目別運用表」
より行うものとする。
（2）契約金額が500万円以上5000万円未満の工事は、「簡易型考査項目別運用表」により行うも
のとする。ただし、5000万円以上の工事であっても適用できるものとする。
（3）契約金額が5000万円以上の工事は、「標準型考査項目別運用表」により行うものとする。た
　　だし、5000万円未満の工事であっても適用できるものとする。
２　工事成績評定は、工事が完成したものを評定するものとし、200万円以下の工事及び､中間検査
等では評価対象としない。
（評定の内容）
第３条　評定を行う者（以下「評定者」という。）は、評定に関する基準の統一及び客観化を図る
ため、極力客観的事実に基づいて採点することとし、次の項目、細別ごとに評価を行う。
（1）施工体制…Ⅰ．施工体制一般　Ⅱ．配置技術者
（2）施工状況…Ⅰ．施工管理　Ⅱ．工程管理　Ⅲ．安全対策　Ⅳ．対外関係
（3）出来形及び出来ばえ…Ⅰ．出来形　Ⅱ．品質　Ⅲ．出来ばえ
（4）高度技術…Ⅰ．高度技術力
（5）創意工夫…Ⅰ．創意工夫
（6）社会性等…Ⅰ．地域への貢献等
（7）法令遵守等…Ⅰ．法令遵守等
（評定者）
第４条　評定は、工事担当課と検査員がおのおの評定し、工事担当課においては、建設工事監督職
員要綱による担当監督員と工事担当課長がそれぞれ評定するものとする。
（評定の方法）
第５条　評定は、工事ごとに独立して、的確かつ公平に次の各号により行うものとする。
（1）検査員は、建設工事検査要綱第４条に基づき、完成検査終了後評定するものとする。
（2）担当監督員、工事担当課長は、評定の資料となる諸要素の把握に努め、竣工確認後速やかに
評定するものとする。
（3）評定は、第3条の項目について、細別の加減点の評定を「工事成績採点の考査項目別運用表」
（別紙1、別紙2、別紙3）により3～5段階評価を行うものとする。
（4）評定に当たっては、別紙4「記入方法及び留意事項」、別紙5｢施工プロセスのチェックリスト｣
を考慮するものとする。
（5）工事における｢高度技術｣､｢創意工夫｣、「社会性等」に関しては、請負者は当該工事における
実施状況を別紙6により提出できるものとし、提出があった場合はこれを考慮するものとする。
（工事成績評定表の採点方法等）
第６条　工事成績評定表の採点方法等は次による。
（1）評定点の算出は、項目1～3の評定（65点±加減点合計）に項目4～6（加点合計）及び項目8
（減点）を合計したものを評定点合計とする。
（2）担当監督員、工事担当課長及び検査員の評定点は小数点第１位まで記入する。
（3）高度技術及び創意工夫の評定は、工事全般を通して特に優れた技術等を評価する項目として
加点評価とする。なお、評価に当たっては、担当監督員及び工事担当課長との合議をもって行
うものとする。
（4）社会性等の評価は､地域・住民に対する配慮を考慮して加点評価とし、工事担当課長が記入す
る。
（5）法令遵守等は減点評価とし、工事担当課長が記入する。
（6）評定点合計は四捨五入により整数とする。
（7）評定点の採点方法は、次のとおりとする。
　　　　　担当監督員×０．４+工事担当課長×０．２+検査員×０．４＝評定点計
（8）担当監督員､工事担当課長及び検査員の所見は、必ず記入する。
（9）手直しを指示した場合は、手直し前の状態で採点し、手直し後の再評価は行わないものとす
る。
（10）工事成績の判定は、工事成績評定点をもって別表のとおりとする。
（評価結果の通知及び公表）
第７条　契約金額500万円以上の工事については、工事検査結果通知書（四街道市建設工事検査要
綱様式第12号）及び項目別評定点（様式第1号）により請負者に通知するとともに公表するも
のとする。
２　契約金額200万円を超え500万円未満の工事については、工事検査結果通知書（四街道市建設
工事検査要綱様式第12号）により請負者に通知するものとする。
（成績評定点の修正）
第８条　工事の完成引き渡し後に、瑕疵担保期間中に関係法令違反、事故等により暇疵が判明した
ときは、再度工事成績の評定点を見直し工事成績評定通知書（四街道市建設工事検査要綱様式第
13号）及び項目別評定点（様式第1号）を請負者に通知するとともに、成績評定結果を修正する
ものとする。
（説明請求等）
第９条　第７条又は第８条の通知を受けた者は、通知を受けた日から起算して14日（「休日」を含む。）
以内に説明請求書（様式第2号）により市長に評定点等の説明を求めることができるものとする。
２　市長は、評定点等の通知を受けた者から評定点等についての説明を求められた場合は、説明書
（様式第3号）により回答するものとする。
（再説明請求等）
第１０条　前条第2項の回答を受理した者は、回答を受けた日から起算して14日（「休日」を含む。）
以内に再説明請求書（様式第4号）により市長に評定点等の説明を求めることができるものとす
る。
２　市長は、前項の説明を求められた場合、再説明書（様式第5号）により回答するものとする。
３　市長は、前項の回答をする場合において、工事成績評定等評価委員会に意見を聞くものとする。
（附則）　
　この要領は、平成１２年４月１日から施行する。
（附則）　
　この要領は、平成２１年４月１日から施行する。
（附則）
　この要領は、令和７年４月１日から施行する。
（別表）
	評定点
	ランク
	　評　　価

	８０点以上
	Ａ
	他の模範となる優秀な工事

	７５点～７９点
	Ｂ
	標準的工　事
	Ａランクではないが標準的工事のなかで優秀なもの

	６５点～７４点
	Ｃ
	
	標準的な工事

	６０点～６４点
	Ｄ
	今後改善すべき事項があり、指名等に影響を及ぼす工事

	５９点以下
	Ｅ
	


様式第1号(第7条第1項)
項　目　別　評　定　点
	評　価　項　目
	細　別
	評　定　点    ／      満　点

	１.施工体制
	Ⅰ.施工体制一般
	
	３．２ 点

	
	Ⅱ.配置技術者
	
	　３．８ 点

	２.施工状況
	Ⅰ.施工管理
	
	　１１.７ 点

	
	Ⅱ.工程管理
	
	　９．３ 点

	
	Ⅰ.安全対策
	
	　１０.７ 点

	
	Ⅱ.対外関係
	
	３．４ 点

	３.出来形及び出来ばえ
	Ⅰ.出来形
	
	１３.９ 点

	
	Ⅱ.品質
	
	１５.９ 点

	
	Ⅲ.出来ばえ
	
	８．５ 点

	４.高度技術
	高度技術力
	
	７．８ 点

	５.創意工夫
	創意工夫
	
	５．４ 点

	６.社会性等
	地域への貢献度等
	
	６．４ 点

	７.法令遵守等（減点のみ）
	工事事故等による減点
	
	

	
	総合評価による減点
	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評定点合計
	
	　１００ 点


様式第2号(第9条第1項)
年　　月　　日　　
　四街道市長　　　　様
請負者　　　　　　　　　　
工事検査結果に関する説明請求書
　年　　月　　日付けの工事検査結果通知について、下記により説明を求めたいので、請求します。
記
	受付番号及び工事名
	№

	工事場所
	　

	説明請求の理由


様式第3号(第9条第2項)
第　　　　号
　年　　月　　日
請負者　　　　　様
四街道市長　　　　　　　　　　
工事検査結果に関する説明書
　年　　月　　日付けで提出された工事検査結果に関する説明請求について、下記により回答します。
記
	受付番号及び工事名
	№

	工事場所
	　

	説明請求に対する回答


様式第4号(第10条第1項)
年　　月　　日
　四街道市長　　　　様
請負者　　　　　　　　　　
工事検査結果に関する再説明請求書
　年　　月　　日付けで回答のありました工事検査結果に関する説明書について、下記により再度説明を求めたいので、請求します。
記
	受付番号及び工事名
	№

	工事場所
	　

	再説明請求の理由


様式第5号(第10条第2項)
第　　　　号
　年　　月　　日
請負者　　　　　様
四街道市長　　　　　　　　　　　
工事検査結果に関する再説明書
　年　　月　　日付けで提出された工事検査結果に関する再説明請求について、工事成績評定評価委員会の意見を求めたところ下記のとおりでしたので回答します。
記
	受付番号及び工事名
	№

	工事場所
	　

	再説明請求に対する回答


